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おもな記事
１面　2012年度シンポジウム
２面　�事業紹介、IFUWイスタンブール総会のお

知らせ、ナヤニさん講演会
３面　�支部だより、支部との連携を深めて、

IFUW戦略目標
４面　�国際奨学生、新春のつどい、自然科学講演

会、事業委員会の発足、理事会から

会場風景（熱心に聴き入る会員）

　

本
年
度
は
、
一
般
社
団
法
人
大
学
女
性
協
会
と
な
り
、
継
続
事
業
１
と
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
し
た
。
テ
ー
マ
は
、「
男
女
共
同
参
画
基
本
法
」
が
制
定
さ
れ
て
以
来
13
年
に
な
る

現
在
に
お
い
て
も
、
そ
の
社
会
の
形
成
は
未
だ
充
分
と
は
言
え
ず
、
災
害
時
も
含
む
あ
ら
ゆ

る
場
面
で
の
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
の
形
成
の
た
め
の
「
教
育
」
を
必
須
と
考
え
、
大
い

な
る
議
論
の
場
と
な
る
よ
う
、「
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
と
教
育
」
と
し
た
。

　

基
調
講
演
は
、
東
京
学
芸
大
学
学
長
・
村
松
泰
子
氏
「
男
女
共
同
参
画
社
会
に
資
す
る
学

校
教
育
・
大
学
と
は
」、
前
千
葉
県
知
事
・
堂
本
暁
子
氏
「
女
性
の
政
治
参
加
、
災
害
と
男
女

共
同
参
画
」
で
あ
っ
た
。

　

村
松
泰
子
氏
は
「
教
育
が
変
わ
れ
ば
社
会
が
変
わ
る
」「
既
存
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
変
革
す
る

働
き
」
の
大
切
さ
、
し
か
し
そ
れ
は
「
む
し
ろ
既
存
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
再
生
産
す
る
働
き
も

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
提
示
、
明
解
に
分
析
、
説
明
さ
れ
た
。
学
内
の
改
革
に
真
摯
に

取
り
組
ま
れ
努
力
を
惜
し
ま
れ
な
い
ご
様
子
は
、
真
の
教
育
者
と
し
て
の
姿
勢
を
感
じ
さ
せ

ら
れ
た
。

2
0
1
2
年
度
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
と
教
育
」

2
0
1
2
年
10
月
14
日
（
日
）

於
：
日
本
女
子
大
新
泉
山
館
（
国
際
交
流
会
館
）

主
催
：
一
般
社
団
法
人　

大
学
女
性
協
会

後
援
：�

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
・
文
部
科
学
省

日
本
女
子
大
学

副

会

長

企
画
委
員
長　

高　

 

田　

 

武　

 

子
　

堂
本
暁
子
氏
は
、常
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
視
点
、

国
・
地
方
行
政
の
牽
引
者
と
し
て
精
力
的
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
、
そ
し
て
、
生
物
多
様
性
・
災
害
な
ど
の
国
際
的
な
ご
活

躍
の
上
で
の
豊
富
な
ご
経
験
か
ら
、
災
害
時
に
は
、
女
性
に

対
す
る
潜
在
化
し
て
い
る
平
等
意
識
欠
如
が
顕
著
に
現
れ
る

が
、
リ
ジ
エ
ン
ス
（
強
力
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
作
り
、
回
復

力
）
を
担
う
の
は
女
性
で
あ
り
、
地
域
の
災
害
復
興
を
担
っ

て
い
る
女
性
た
ち
の
例
を
示
さ
れ
、
政
策
決
定
の
場
へ
の
女

性
の
視
点
の
必
要
を
強
調
さ
れ
た
。
お
二
人
の
パ
ワ
フ
ル
で

迫
力
の
あ
る
講
演
に
圧
倒
さ
れ
つ
つ
、
多
く
の
指
針
を
い
た

だ
く
内
容
で
あ
っ
た
。

　

午
後
は
、
こ
れ
ら
の
基
調
講
演
を
受
け
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
１
「
男
女
共
同
参
画
社
会
と
教
育
」
で
は
、
田
中
正
子
教

育
委
員
会
委
員
の
司
会
で
、
社
会
福
祉
委
員
会
委
員
長
・
縄

田
眞
紀
子
氏
、
教
育
委
員
会
委
員
長
・
長
田
満
江
氏
、
福
岡

支
部
会
員
・
相
良
か
お
る
氏
、
神
奈
川
支
部
会
員
・
石
塚
浩

美
氏
、
の
４
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
研
究
報
告
が
あ
っ
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
「
女
性
の
政
治
参
加
」
で
は
、
城
倉
純

子
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
担
当
理
事
の
司
会
で
、
国
内
N
G
O

委
員
会
委
員
長
・
五
十
嵐
康
子
氏
、（
財
）広
島
県
女
性
会
議

理
事
長
・
広
島
支
部
長
・
吉
村
幸
子
氏
、
仙
台
支
部
長
・
谷

地
森
涼
子
氏
か
ら
研
究
報
告
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
会
場
か
ら

多
く
の
意
見
交
換
の
後
、
実
り
多
い
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
閉
会

し
た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
の
皆
さ
ん
の
貴
重
な
発
表
や
多
く
の
会

員
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
無
事
に
ま
た
成
功
裡

に
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
。

＊�

I
F
U
W
の
国
際
コ
ロ
キ
ア
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
“Breaking 

B
arriers to F

em
ale Leadership in H

igher 
Education

”
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

基　調　講　演

会長挨拶

シンポジウム１「男女共同参画社会と教育」

　司会・コメンテーター
� 教育委員会委員　田中　正子

　縄田眞紀子　社会福祉委員会委員長
　　「福祉にかかわる教育」― 高等学校家庭科の中で

　長田　満江　教育委員会委員長
　　「家庭科教育の役割 ― 男女平等社会にむけて ―」

　相良かおる　福岡支部会員
　　「文献調査および教科書比較から考える家庭科教育」

　石塚　浩美　神奈川支部会員
　　「女子生徒に「ワーク」のお値段が分かる家庭科教育を！」

シンポジウム２「女性の政治参加」

　司会・コメンテーター
� 国際ネットワーク担当理事　城倉　純子

　五十嵐康子　国内NGO委員会委員長
　　�「全国地方議会女性議員へのアンケート調査から 

見えてくるもの」

　吉村　幸子　（財）広島県女性会議理事長・広島支部長
　　�「政治参加の多様性に向けて ― 県内女性議員への

調査結果（広島県の男女共同参画をすすめる会実
施）から見えてくるもの ―」

　谷地森涼子　仙台支部長
　　「男女共同参画の視点を政治に」

男
女
共
同
参
画
社
会
に
資
す
る
学
校
教
育
・
大
学
と
は

�

東
京
学
芸
大
学
学
長　

村　

松　

泰　

子 

氏

　

教
育
界
の
男
女
共
同
参
画
は
ど
こ

ま
で
進
ん
で
い
る
か
と
い
う
点
で
、女

性
教
員
、指
導
的
役
割
に
あ
る
女
性
の

比
率
、
学
生
の
進
学
率
、
専
攻
分
野
に

お
け
る
男
女
比
な
ど
か
ら
み
る
と
、世

界
に
比
べ
て
、日
本
の
変
革
の
度
合
い

が
遅
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

教
育
と
研
究
の
場
と
し
て
の
大
学
は
、
こ
れ
か
ら
の
男
女
共
同
参

画
を
担
う
次
世
代
の
教
育
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
研
究
に
関

し
て
は
、
法
学
、
教
育
、
工
学
等
々
の
あ
ら
ゆ
る
研
究
分
野
の
偏
り

を
な
く
す
必
要
が
あ
る
。
そ
の
意
味
で
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
、

大
学
の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。

　

学
校
教
育
の
場
で
は
、
既
存
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
変
革
す
る
働
き
が

あ
る
一
方
で
、
そ
れ
を
再
生
産
す
る
働
き
も
あ
る
こ
と
を
意
識
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
子
ど
も
を
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
枠
に
は
め
な
い
、
そ

れ
は
決
し
て
男
女
を
画
一
化
す
る
の
で
は
な
く
、
一
人
ひ
と
り
の
個

性
と
多
様
性
を
尊
重
し
た
教
育
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
教
科
や

教
育
内
容
に
お
け
る
男
女
平
等
だ
け
で
な
く
、
学
校
や
教
師
が
意
図

せ
ず
に
児
童
・
生
徒
に
伝
達
し
て
い
る
知
識
、
文
化
、
規
範
な
ど
、

「
隠
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
に
気
づ
き
、
教
科
外
を
含
む
あ
ら
ゆ
る

場
面
で
の
新
し
い
男
女
平
等
教
育
が
必
要
で
あ
る
。

女
性
の
政
治
活
動
、
災
害
と
男
女
共
同
参
画

�

前
千
葉
県
知
事　

堂　

本　

暁　

子 

氏

　

東
日
本
大
震
災
の
後
、被
災
地
の
視

察
や
調
査
、「
男
女
共
同
参
画
と
災

害
・
復
興
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
な
ど
、

災
害
問
題
に
取
り
組
み
、そ
こ
か
ら
得

ら
れ
た
多
く
の
意
見
を
ま
と
め
て
、多

方
面
に
向
け
て
要
望
を
す
る
活
動
を

行
っ
て
い
る
。

　

視
察
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
過
酷
な
状
況
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。

女
性
の
視
点
が
全
く
見
ら
れ
な
い
避
難
所
が
多
く
、
ま
た
女
性
は
常

に
男
性
の
意
思
決
定
に
従
っ
て
動
か
さ
れ
る
と
い
う
実
態
が
あ
っ

た
。
さ
ら
に
高
齢
者
、
妊
産
婦
、
障
害
者
な
ど
の
災
害
時
要
援
護
者

へ
の
支
援
の
不
足
な
ど
、
多
く
の
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

　

近
年
世
界
的
に
災
害
が
増
え
て
い
る
中
で
、
防
災
に
関
す
る
国
際

的
な
潮
流
と
し
て
は
、
堤
防
や
耐
震
と
い
っ
た
物
理
的
な
予
防
だ
け

で
な
く
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
障
害
の
有
無
、
年
齢
、
階
層
な
ど
に
お
い

て
、
差
別
の
な
い
、
災
害
に
強
い
社
会
を
作
っ
て
お
く
べ
き
、
と
い

う
災
害
リ
ス
ク
削
減
（
D
R
R
）
の
考
え
方
が
強
調
さ
れ
て
き
て
い

る
。
社
会
の
構
成
員
と
し
て
の
女
性
は
、
災
害
へ
の
備
え
を
促
し
、

復
興
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
建
の
役
割
を
担
う
柱
で
あ
る
。
そ

の
意
味
で
、
防
災
・
復
興
の
過
程
の
、
す
べ
て
の
意
思
決
定
の
場
に

女
性
が
主
体
的
に
参
画
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

シンポジウム２（質問に答える谷地森さん）シンポジウム１（発表する石塚さん）

初
秋
の
気
配
の
漂
う
目
白
で
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
た
。
会
長
挨
拶
、
来
賓
祝
辞

の
後
、
基
調
講
演
１
、
２
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
１
、
２
が
行
わ
れ
1
3
8
名
が
参
加
。
学

生
の
参
加
者
も
多
く
熱
気
あ
ふ
れ
る
１
日
と
な
っ
た
。

　

2
0
1
2
年
度
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
男
女
共
同
参
画
社
会

の
形
成
と
教
育
」
の
詳
細
は
後
日
発
送
の
報
告
書
を
参
照

く
だ
さ
い
。
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国 際 支 援 事 業

　大学女性協会の一般社団法人移行後に公益目的支出計画によって行われる事
業は、４つの継続事業で構成され、いずれも継続性と公益性が求められています。
　国際支援事業は、その中の継続事業３に所属し、定款第５条⑶「国外の女性研
究者への奨学金給付及び国際協力のための国内の女性人材育成等」に基づいて活
動しています。
　国際奨学委員会は、日本で研究を必要とする女性研究者を国外から招聘し、帰
国後、自分の国のために貢献できるように、奨学金を授与しています。

　また、国際的視野に立って発言し活動できる能力と行動力が必要な現代社会に
おいて、国際感覚と知識を身に付け、国際会議に参加して、社会に貢献できる次
世代の女性の育成の一助となるように、人材育成委員会は設立されました。
　文化交流委員会は、留学生との交流によって、外国文化を理解し、また、日本
文化を正しく理解してもらう相互理解のうえで、国際親善に努めています。
　このように、国際支援事業は、国内外の女性に対して、奨学金・知識・文化等
多方面からの支援をすることによって、国際協力と国際交流に貢献しています。

国際奨学委員会

� 委員長　廣　田　里　子

　JAUWが初めて海外から女性研究者を招聘したの

は40年余り前の1970年です。それ以来、この制度をめ

ぐって不断の努力が重ねられてきました。中でも、87

年に委員会を組織して大々的に募金活動を展開したこ

とは特筆に値します。このときの寄付金によって基金

が設定されて現在の国際奨学制度が確立されたので

す。いまや、欧米や多くの途上国から受け入れた奨学

生の総数は70名近くに達しています。

　以前はIFUWとその傘下の各国連盟・協会会員に限

っていた応募資格を、事業の公益化に伴い３年前から

IFUW関係者優先を基本方針としつつ非会員にも解放

し、その中からも選抜される事例がでてきました。国

外に居住する外国籍の学生・研究者のうち、主として

大学院学生と若手の博士研究員であれば専門を問わ

ず誰でも応募できます。奨学生は、３カ月以上６カ月

までの範囲で本人が希望する期間、日本の受入機関に

滞在して、調査研究に従事することができます。ただ

し、日本に滞在しないと遂行できない研究であること

が必須条件です。

　奨学生の傾向について、昨年はエジプト、香港、ポー

ランド、今年はウズベキスタンとモンゴルで、いずれ

も新興国・途上国出身です。来年３月16日には、アル

カディア市ヶ谷で恒例の研究報告と併せて、各自の国

についても話を聞く予定です。ご期待ください。

文化交流委員会

� 委員長　堀　　美 知 子

　JAUW教育委員会による「教科書に見る日本の平和

教育」調査発表後1999年に設立された「留学生と日本

文化を共に学ぶ会」が原点です。原則として女子留学

生に日本の伝統文化を紹介し体験する機会を提供し、

日本を再確認・理解してほしいと願ってのことでした。

　10年余にわたり主として東南アジア出身の女子留

学生計700名余が参加し、歌舞伎鑑賞・相撲部屋見

学・茶道・俳句・着物着付けなどの会員も共に学ぶ

活動を続けてきました。まさに若き世代を中心にし

た民間外交の一端を担ってきたと自負できるよう

な、留学生も会員も活発な活動でした。時代の移り

変わりと共に留学生支援活動が大学や地域でも活発

となり、JAUWの会員参加も減少してきたため、昨

年度から「文化交流委員会」として再出発しました。

　留学生の学業時期を考慮しますと、大きな活動は年に

３回（2012年度からの地方支部主催の活動１回を含む）

しかできません。今後、小規模な活動も視野に入れて

若い世代との親善の機会を持つ方向も模索中です。

　参加留学生のアンケートにはいつも「有難うござい

ます」があり、たどたどしい日本語力であっても直に接

することで身をもって理解できたと言います。異文化

交流と共に留学生間の交流も兼ねられるような時代に

なりました。留学生が今後の人生においても良い日本

観を持ち続けてくれるよう願いながら活動しています。

人材育成委員会

� 委員長　青　木　怜　子

　人材育成委員会は、定款で謳う「国際協力のため

の国内の女性人材育成」の理念に基づき、2011年度、

新たに発足いたしました。その目的は、国際会議へ

の参加を通じ、世界に向けて関心を抱き、いずれは

世界に発信できる女性の育成をめざしています。

　私たちJAUWがもつ大きな特色は、国際大学女性

連盟（IFUW）やアジア大学女性連盟（UWA）の一

員であることに加え、「国連婦人の地位委員会」

（CSW）にNGOとしての諮問的地位を持つ「国際婦人

年連絡会」の加盟団体であることにあります。この立

場を生かし、当委員会では、これらの国際会議に意

欲的に参加する女性を支援し、育成していきます。

　支援の内容は、渡航者に対し支援金の給付を行う

ほか、随時、研修会を開き、国際会議に向けての事

前研修を行います。また、この研修会は、国際会議

に参加する人ばかりではなく、社会に向け、少しでも

世界を視野に入れた国際感覚を培う機会として一般

公開し、それにより、国際的に活動するNGOとして

の特性をより確かなものとすることを願っています。

　国際会議に参加する支援対象者は、会員に限定せ

ず、大学生以上の、できれば次世代を担う若い女性

に広く応募を呼びかけています。募集は、HP等を通

じて公募しています。ぜひ皆様の身近な方に、応募

をお勧めくださるようお願いいたします。

� 担当理事　西　村　寿美子

事業紹介

第31回　IFUWイスタンブール総会のご案内
会　　　期：2013年８月16日～21日
総会テーマ：�「持続可能な未来のための女性の役割：教育、都市化、暴

力と人権」
ID（学際）セミナーおよびワークショップのテーマは、６つあります。
　　１．�教育におけるジェンダー不平等：持続可能な社会への脅威

となるか？
　　２．�みんなに質の良い高等教育を提供することは経済的に持続

可能か？
　　３．持続可能性に対する脅威となる女性への暴力の文化
　　４．�人口、持続可能性、そしてリプロダクティブ（生殖に関す

る）権利
　　５．女性のリーダーシップなしで持続可能な未来はあるのか？
　　６．女性の健康を維持すること：良質の健康管理を受ける権利
　現在募集されているワークショップの応募期限は2013年２月28日で
す。各国から最大４件の応募が認められますが、いくつかの支部合同の
ワークショップが優先されます。詳しくは、JAUWホームページなど
を通してご案内いたします。
　トルコは親日的な国で、観光名所も多いところです。一般参加につい
ても詳細がわかり次第ご案内いたします。是非日本からもたくさんの方
が参加されますよう、お誘い申し上げます。

ナヤニ・メロゴダ教授［スリランカ大学女性連盟元会長］講演
「南アジアにおける平和構築と女性の役割―アフガン女性を心に留めて」
� （2012・10・27　津田ホール　人材育成委員会・国際委員会共催）

　この講演はUWA参加者への研修会の一環であり、最初に青木怜子人材育成委員長がUWA
の歴史を説明し、次いで、メロゴダ教授の講演に入りました。
　メロゴダ教授は南アジアの勇敢な女性たちの写真を見せ、アフガニスタン女性が置かれて
いる状況を説明しました。物言う女性が身内により命の危機に晒され、女性が学ぶことを敵
視するタリバンの標的ともなる実態を語り、その上で、識字率を上げ平和教育を根付かせ、無
知を減らすことで女性の命を守り、地位を高められると訴えました。平均寿命がわずか50歳
にも満たない人生で、女性の力を信じて平和社会へ向けて歩むアフガンの女性たちを、私た
ちがいかに支援していくか、重い問いかけが残されました。
　最後に穐田信子 CIR が、UWAでの体験を述べ、11月の
UWAバンコク総会では、福島の原発事故による避難の実態
に触れ、かけがえのない一人一人の暮らしを守ることの大切
さを話す決意だと語りました。
　ナヤニさんが蒔いた種がいつかアジアを繋ぐ力になれば、
研修会の意義はさらに大きくなります。外部からの参加も含
め、31人の参加者が講演から得た認識と感動を周囲に伝え、
次なる行動に繋げていくことが問われています。
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支部だより
　名実ともに支部と本部が一体となって活動できるように組織を改め、その成果
も見え始めています。その事業の一つに、今年度から実施することになった講師
派遣事業があります。支部にとって例会や講演会などの開催には、講師の人選や
資金面などで多くの困難があり、本部から講師を派遣してほしいとの声がありま
したが、昨年度の新潟支部からの強い要望を機に、理事会（青木会長）で審議し、
この事業が実現しました。すでに、２回の講師派遣が行われています。
　９月29日には、新潟支部の例会（公開講演会）に牧島悠美子副会長を派遣し、

「クオータ制を考える」と題して行われた講演は支部会員・一般参加者にとって
時宜を得た学習会となったこと、本部を身近に感ずる機会ともなったとの報告を
受けています。10月20日には、京都支部の例会を、京都・大阪・神戸・奈良・福
井の５支部で共催し、青木怜子前会長による講演「伝えたいメッセージ『私の中
のアメリカ』出版に際して」が行われましたが、講演後の５支部の交流会で出さ
れた要望等も伝えられ、本部としては検討課題として受け止めています。
　こうした事業を通して、支部との連携が一層深められることを期待しています。

� 会長　阿　部　幸　子

大
阪
支
部
の
活
動
と
近
隣
４
支

部
と
の
関
わ
り

�

大
阪
支
部
長　

片　

岡　

み　

か

　

大
阪
支
部
で
は
、
①
H
P
の
定
期
更
新
、

②
他
支
部
と
の
協
力
、
③
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

①
H
P
の
更
新

　

定
例
会
が
終
わ
る
度
に
、
次
回
例
会
の
案

内
と
、
本
年
度
の
活
動
報
告
を
H
P
に
ア
ッ

プ
し
て
い
ま
す
。

　

②
他
支
部
と
の
協
力

　

京
都
・
大
阪
・
神
戸
・
奈
良
・
福
井
の
５

支
部
共
催
で
、青
木
怜
子
前
J
A
U
W
会
長

に
京
都
に
お
越
し
い
た
だ
き
、「
伝
え
た
い
メ

ッ
セ
ー
ジ
：『
私
の
中
の
ア
メ
リ
カ@

us/
nippon.com

』
出
版
に
際
し
て
」
と
題
し
て
、

ご
講
演
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
懇
親
会
に
も

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
変
内
容
の
濃
い
お
話
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
と
青
木
先
生
の

ア
メ
リ
カ
へ
の
熱
い
思
い
が
ひ
し
ひ
し
と
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

③
講
演
会

　

防
衛
大
学
校
（
男
女
比
９
：
１
）
40
期
生

（
女
子
の
１
期
生
）
で
、
現
在
、
航
空
自
衛
隊

幹
部
候
補
生
学
校
勤
務
の
津
田
圭
子
３
等
空

佐
に
「
自
衛
隊
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の

歩
み
」と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

女
子
１
期
生
と
し
て
、
後
に
続
く
女
子
学

生
の
た
め
の
レ
ー
ル
を
敷
い
て
く
だ
さ
っ
た

功
績
の
大
き
さ
と
そ
の
た
め
の
大
変
な
苦
労

が
あ
っ
た
こ
と
を
改
め
て
知
り
、
自
衛
隊
の

中
で
も
男
女
共
同
参
画
が
進
ん
で
い
る
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。

　

近
隣
４
支
部
に
も
呼
び
か
け
、
京
都
支

部
・
神
戸
支
部
か
ら
も
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
近
隣
４
支
部
と
の
絆
を
深

め
な
が
ら
大
阪
支
部
独
自
の
活
動
も
続
け
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

福
井
支
部
は
十
二
歳

�

福
井
支
部
長　

山　

田　

由　

美

　

永
ら
く
休
眠
状
態
だ
っ
た
福
井
支
部
は
、

金
沢
支
部
の
ご
協
力
を
得
て
、
タ
イ
の
子
ど

も
た
ち
に
奨
学
金
を
贈
る
と
い
う
事
業
を
柱

に
、
2
0
0
1
年
に
活
動
を
再
開
し
、
少
数

な
が
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
の
会
員
が
特
技
を
生
か

し
て
知
恵
を
出
し
合
い
、
地
道
に
活
動
を
積

み
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

会
員
増
に
つ
な
げ
た
い
と
の
思
い
か
ら
、

公
開
講
座
を
開
催
。
裁
判
員
制
度
や
法
律
に

つ
い
て
学
ん
だ
り
、
イ
ン
ド
や
マ
レ
ー
シ
ア

に
つ
い
て
現
地
の
方
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。
講
座
の
後
に
新
た
に
会
員
が
増
え
た

の
は
嬉
し
い
限
り
で
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
に
根
差
し
た
活
動
を
す
る
た
め

に
は
、
ま
ず
郷
土
を
良
く
知
る
こ
と
が
必
要
と

考
え
、
伝
統
行
事
を
訪
ね
る
旅
も
毎
年
開
催
し

て
い
ま
す
。
今
年
２
月
の
親
睦
旅
行
で
は
、
郷

土
の
新
し
い
魅
力
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
親
睦
旅
行
で
は
、
全
国
各
地
の
会
員

の
方
々
と
の
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
が
、
今

年
は
、
京
都
・
大
阪
な
ど
関
西
地
区
５
支
部

の
一
員
と
し
て
、
青
木
怜
子
前
会
長
を
お
招

き
し
て
の
合
同
例
会
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、昨
年
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、

そ
の
結
果
を
全
国
セ
ミ
ナ
ー
で
発
表
。
福
井

支
部
と
し
て
は
初
め
て
の
こ
と
で
し
た
。
今

年
は
そ
れ
を
受
け
て
出
前
講
座
を
開
催
し
、

次
世
代
を
担
う
高
校
生
に
、
認
知
症
や
介
護

に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
場
を
提
供
し
ま
し

た
と
こ
ろ
、
予
想
以
上
の
反
響
が
あ
り
、
若

い
人
た
ち
の
柔
軟
な
心
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と
い
う
新
し
い
分
野
に

も
参
加
し
、
違
っ
た
視
点
で
の
活
動
に
も
興

味
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

12
年
目
を
迎
え
て
、
や
っ
と
、
よ
ち
よ
ち
歩

き
か
ら
小
学
校
卒
業
へ
と
成
長
し
て
き
た
福

井
支
部
で
す
が
、会
員
そ
れ
ぞ
れ
が
個
性
や
能

力
を
発
揮
し
て
、み
ん
な
で
進
ん
で
き
た
お
陰

か
な
と
、
支
部
長
は
ニ
ン
マ
リ
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ろ
そ
ろ
卒
業
さ
せ
て
も
ら
っ
て
も
い
い

か
な
ぁ
…
…

神
奈
川
支
部
か
ら
こ
ん
に
ち
は

�

神
奈
川
支
部
長　

市　

川　

知
恵
子

　

神
奈
川
支
部
の
会
員
は
28
名
で
す
。
こ
の

人
数
の
中
か
ら
元
会
長
を
２
名
も
輩
出
し
て

い
ま
す
。
田
中
正
子
さ
ん
、
房
野
桂
さ
ん
で

す
。
そ
し
て
現
在
は
業
務
執
行
理
事
田
辺
光

子
さ
ん
、
調
査
・
研
究
担
当
理
事
及
び
奨
学

事
業
担
当
理
事
鷲
見
八
重
子
さ
ん
、
国
際
支

援
担
当
理
事
西
村
寿
美
子
さ
ん
の
３
名
が
理

事
で
す
。
ま
た
情
報
委
員
会
委
員
長
に
松
鹿

光
さ
ん
、
文
化
交
流
委
員
会
委
員
長
に
堀
美

知
子
さ
ん
、
I
F
U
W
の
C
I
R
に
穐
田
信

子
さ
ん
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。
10
月
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
に
は
パ
ネ
リ
ス
ト
の
一
人
と
し
て

石
塚
浩
美
さ
ん
が
お
話
を
さ
れ
ま
し
た
。
30

名
に
満
た
な
い
支
部
か
ら
こ
の
よ
う
に
本
部

の
業
務
を
「
で
き
る
人
」
が
常
に
い
る
の
は

何
と
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

支
部
会
員
の
中
に
は
ご
自
身
の
本
業
の
仕

事
を
充
実
さ
せ
る
時
期
の
方
、
介
護
や
子
育

て
に
忙
し
い
方
が
多
い
で
す
が
、
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず
貴
重
な
時
間
を
や
り
く
り
し
て

社
会
貢
献
事
業
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
事
業
は
講
演
会
で
す
。
社
会
が
求
め

て
い
る
も
の
、
一
般
の
人
が
今
聞
き
た
い
知

り
た
い
こ
と
を
提
供
し
ま
す
。
変
化
の
時
代

に
正
し
い
知
識
を
得
て
正
し
い
判
断
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
た
め
の
一
歩
先
取
り
し
た
内

容
で
す
。
９
月
８
日
の
丸
山
若
重
会
員
に
よ

る
講
演
「
放
射
線
の
健
康
影
響
を
考
え
る
」

は
参
加
者
か
ら
「
孫
が
い
て
心
配
だ
っ
た
け

れ
ど
今
日
の
お
話
を
聞
い
て
安
心
し
て
生
活

で
き
ま
す
。」と
感
謝
さ
れ
ま
し
た
。
９
月
22

日
の
房
野
桂
元
会
長
に
よ
る
講
演
「
国
連
と

私
た
ち
」
は
「
こ
の
よ
う
な
程
度
の
高
い
講

演
を
す
る
大
学
女
性
協
会
に
入
会
で
き
て
と

て
も
嬉
し
い
で
す
。」と
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

支
部
の
例
会
で
は
出
席
者
全
員
が
発
言
し

ま
す
。
会
議
に
出
て
黙
っ
て
帰
る
人
は
い
ま

せ
ん
。１
＋
１
が
３
に
も
５
に
も
な
り
ま
す
。

こ
れ
が
神
奈
川
支
部
の
強
み
で
す
。

群
馬
支
部
の
近
況

�

群
馬
支
部
長　

植　

原　

映　

子

　

高
齢
化
の
影
響
を
ま
と
も
に
受
け
て
か
、

群
馬
支
部
は
会
員
数
が
７
名
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
新
入
会
員
も
入
会
は
し
て
は
く

だ
さ
る
も
の
の
、
長
く
お
引
き
留
め
で
き
な

い
の
が
悩
み
の
種
で
す
。「
今
さ
ら
、大
学
卒

の
女
性
団
体
な
ん
て
…
」
と
、
お
誘
い
す
る

と
き
に
、
よ
く
言
わ
れ
ま
す
け
れ
ど
、
私
自

身
を
振
り
返
っ
て
も
、
成
蹊
大
時
代
の
倉
石

五
郎
先
生
に
よ
る
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
の
ド
イ

ツ
語
で
の
ア
ー
ベ
ン
ト
・
ク
ラ
ッ
セ
、
大
学

院
時
代
、「
君
の
た
め
に
や
る
ん
だ
よ
」
と
小

川
和
夫
指
導
教
授
の
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
、

大
学
院
ゼ
ミ
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ラ
ム
『
エ
リ

ア
随
筆
』
講
読
、
そ
れ
ら
が
あ
っ
て
こ
そ
、

現
在
の
私
が
あ
り
ま
す
。
も
し
、
大
学
教
育

を
受
け
な
か
っ
た
ら
、
憲
法
９
条
を
変
え
る

な
と
い
う
加
藤
周
一
さ
ん
の
呼
び
か
け
に
応

え
ら
れ
る
視
野
の
広
さ
は
得
ら
れ
な
か
っ
た

で
し
ょ
う
し
、
自
分
に
関
係
な
け
れ
ば
福
島

の
子
ど
も
た
ち
の
健
康
に
思
い
を
致
す
心
の

深
さ
も
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
と

き
、
大
学
で
の
学
び
と
遊
び
を
つ
く
づ
く
有

難
い
と
痛
感
し
ま
す
。
そ
し
て
、
女
性
で
あ

っ
て
も
大
学
教
育
を
受
け
さ
せ
て
も
ら
っ
た

恩
を
社
会
に
還
元
し
な
け
れ
ば
、
と
大
学
女

性
協
会
の
意
義
を
確
信
す
る
次
第
で
す
。

　

で
す
か
ら
、
東
京
支
部
会
員
で
あ
る
山
下

泰
子
さ
ん
（
お
母
さ
ま
が
群
馬
師
範
出
身
）

の
ネ
パ
ー
ル
の
女
子
教
育
を
支
援
す
る
つ
も

り
で
す
。

　

ま
た
今
年
度
か
ら
短
大
卒
の
方
も
、
正
式

に
会
員
に
入
会
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
経
済

的
な
理
由
か
ら
大
学
に
進
学
し
な
か
っ
た
女

性
も
共
に
歩
み
を
同
じ
く
で
き
る
こ
と
を
、

た
い
へ
ん
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
高
校
・

短
大
を
自
分
の
力
で
卒
業
し
、
保
育
園
を
二

つ
と
社
会
福
祉
施
設
を
創
設
し
、
残
念
な
結

果
と
は
な
り
ま
し
た
が
、
前
橋
市
長
選
挙
に

初
の
女
性
候
補
と
し
て
立
候
補
な
さ
っ
た
亀

田
た
か
子
さ
ん
を
、
新
入
会
員
と
し
て
お
迎

え
で
き
た
こ
と
に
感
謝
で
ご
ざ
い
ま
す
。

支部との連携を深めて

　IFUWは、全ての女児と女性が平和な安定した環境の中で良質の教育への平等の権利と機会を
確保し、人権が尊重され、差別が撤廃され、公私にわたる生活にその潜在能力を活用できる世界
を理想に描き、2012年～15年の戦略目標とその目的を定めた。

目標１　女児と女性が良質の教育を受ける権利確保
　全ての女児と女性が最高レベルの教育を受ける平等の権利と機会を確保する
　・人権協約等の国際協定の履行を提唱し、女児と女性のための良質の教育を推進する
　・女児と女性が良質な教育を受ける権利を守るための法律制定を提唱する
　・教育に関する国際条約等の、国際的な合意文書に関わる政府の行動を監視する
　・社会から疎外された女児と女性が教育を受けられるための運動を行う
　・富の格差を減らし、教育を受けた女性が力をつけて、キャリアアップできるよう促す
目標２　公共分野での女性の存在感を高める
　�女児と女性が世界の政策決定の場でその声を聞き届けさせ、若い女性が明日のリーダーにな
ること
　・女児と女性が他者と協働し、あらゆるレベルの意志決定への参画を増やす
　・教育を受けた女性のロールモデルを増やし、女性の平等権を阻害する思考を排除する
　・IFUWとNFA（各国大学女性連盟・協会）の奨学金事業の発展・強化を図る
目標３　女児と女性の人権確保
　女児と女性の普遍的な人権確保を目指す

　・女児と女性の人権強化を促す、世界、国家、地方レベルの提案を支援する
　・あらゆるレベルのカリキュラムへの人権教育組み入れを促す
目標４　アイデンティティの強化と会員の動員
　�より高度な高等教育推進を提唱する女性組織としてのアイデンティティを強化し、新会員を
増やす
　・会員を力強い IFUWのアイデンティティの発展に関与させる
　・IFUWの存在感を高め、その魅力の向上を図る
　・新会員の入会と新たなNFAの設立を促す
目標５　効率的な管理運営、組織構造を目指す
　理事会、委員会、スタッフ、会員が協働して、強力な構造を築き、戦略を履行する
　・統治機能を強化し、スタッフチームを編成する
　・総会への代表参加を促す環境を醸成する
　・効率的な内部システム・プロセス構築の推進
　・内外との効率的なコミュニケーション・システムを確立する
目標６　持続可能な財政と資金調達
　財政を支える多様な資金源を確保し、戦略計画と開発を支援する資金を調達する
　・戦略計画を支援し実行するための資金調達戦略を策定し、資金源の多様化を図る
　・透明性と良好な慣行を確保するために、財政管理システムのチェックを適宜行う

女性の力を活かせる世界を目指すIFUW戦略目標

2011年7月　敦賀市においてシンポジウムを
開催

総会懇親会にて 伊香保温泉の源泉を辿る道にて

青木怜子前会長をお迎えして
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エ
レ
ナ
・
ギ
ナ
チ
ュ
リ
ナ
さ
ん�

（
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
出
身
）

ナ
ラ
ン
ハ
ジ
ッ
ト
・
ミ
ャ
ダ
グ
ス
レ
ン
さ
ん�

（
モ
ン
ゴ
ル
出
身
）

�

国
際
奨
学
委
員
長　

廣　

田　

里　

子

　

10
月
５
日
、
今
年
の
国
際
奨
学
生
の
エ
レ
ナ
・
ギ
ナ
チ
ュ

リ
ナ
さ
ん
が
成
田
に
到
着
し
ま
し
た
。
上
級
研
究
員
と
し
て

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
学
士
院
に
所
属
す
る
エ
レ
ナ
は
こ
れ
ま
で

10
年
余
り
水
質
管
理
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
滞
在

先
の
工
学
院
大
学
八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
ミ
ジ
ン
コ
を
使

っ
た
水
質
の
毒
性
評
価
な
ど
、
環
境
保
全
に
役
立
つ
分
析
法

の
研
究
に
取
り
組
み
ま
す
。
今
回
の
来
日
の
目
的
を
尋
ね
た

と
こ
ろ
「
工
学
院
で
は
、
水
環
境
を
守
る
た
め
に
、
地
域
の

住
民
と
一
体
に
な
っ
て
水
質
調
査
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
大

ミ
ジ
ン
コ
が
物
質

を
腸
内
に
取
り
込

む
速
度
を
測
定
す

る
方
法
を
使
っ
て

水
環
境
の
毒
性
を

評
価
す
る
手
法
の

研
究
も
そ
の
一
環

で
す
。
ま
た
、水
質

変
化
の
生
態
系
へ

の
影
響
を
判
断
す

を
置
き
、
エ
キ
ノ

コ
ッ
ク
ス
と
い
う

寄
生
虫
に
よ
っ
て

起
き
る
感
染
症
の

研
究
に
従
事
し
ま

す
。
エ
キ
ノ
コ
ッ

ク
ス
は
サ
ナ
ダ
ム

シ
の
仲
間
で
、
中
央
ア
ジ
ア
、
シ
ベ
リ
ヤ
を
は
じ
め
世
界
各

地
に
分
布
し
て
い
ま
す
。
日
本
で
も
北
海
道
で
流
行
が
見
ら

れ
る
感
染
症
で
す
。
症
状
が
出
る
ま
で
に
10
数
年
か
か
る
の

で
、
診
断
が
遅
れ
る
と
非
常
に
重
い
肝
機
能
障
害
を
引
き
起

こ
す
難
治
性
の
人
畜
共
通
感
染
症
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。
彼
女
の
日
本
で
の
研
究
は
、
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク

ス
だ
け
で
な
く
近
縁
の
サ
ナ
ダ
ム
シ
に
よ
る
感
染
症
も
対

象
と
な
っ
て
い
て
、
医
師
、
獣
医
師
だ
け
で
な
く
広
く
公
衆

衛
生
教
育
の
現
場
で
も
役
立
つ
成
果
を
得
る
こ
と
を
目
ざ

す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
帰
国
の
暁
に
は
、
日
本
で
の
成

果
を
基
に
し
た
冊
子
を
出
版
し
て
、
こ
れ
を
モ
ン
ゴ
ル
厚
生

省
や
食
糧
農
業
省
と
の
協
同
で
、
現
場
の
病
院
や
診
療
所
に

配
布
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
に
取
り
は
か
ら
い
、
同
時
に
、

国
際
専
門
誌
に
も
論
文
を
掲
載
す
る
予
定
と
も
聞
い
て
い

ま
す
。

　

３
月
の
報
告
会
で
は
、
エ
レ
ナ
さ
ん
と
ナ
ラ
さ
ん
、
お
二

人
の
成
果
を
聞
き
、
ま
た
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
と
モ
ン
ゴ
ル
に

つ
い
て
も
話
し
て
も
ら
う
予
定
で
す
。期
待
し
て
く
だ
さ
い
。

エレナ・ギナチュリナさん（中央）と廣田
委員長（右）

ナランハジット・ミャダグ
スレンさん

る
た
め
に
地
域
ぐ
る
み
で
そ
の
手
法
を
実
用
化
す
る
こ
と
に

も
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
の
滞
在
で
、
わ
た

し
は
出
来
る
だ
け
の
成
果
を
故
国
に
持
ち
帰
り
、
世
の
中
の

さ
ま
ざ
ま
な
化
学
物
質
や
環
境
汚
染
成
分
を
分
析
す
る
方
法

の
開
発
や
改
良
に
こ
れ
ま
で
以
上
に
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う

に
な
り
た
い
の
で
す
」
と
い
う
返
事
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
は
、
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
並
ん
で
世

界
に
二
つ
し
か
な
い
、
い
わ
ゆ
る
二
重
内
陸
国
、
つ
ま
り
、

こ
の
国
で
は
国
境
を
最
低
２
回
越
え
な
い
と
海
に
達
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
だ
そ
う
で
す
。
国
土
の
80
パ
ー
セ
ン
ト
は

砂
漠
に
覆
わ
れ
て
お
り
、
残
り
の
国
土
も
乾
燥
し
て
か
な
り

荒
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
水
の
問
題
は
国
を
上
げ
て
解
決
す

る
べ
き
大
変
重
要
な
問
題
と
聞
い
て
い
ま
す
。
半
年
の
滞
在

期
間
中
に
そ
れ
な
り
の
成
果
が
上
が
る
こ
と
を
と
も
に
祈
り

ま
し
ょ
う
。

　

も
う
一
人
の
奨
学
生
の
ナ
ラ
ン
ハ
ジ
ッ
ト
・
ミ
ャ
ダ
グ

ス
レ
ン
（
愛
称
ナ
ラ
）
さ
ん
は
12
月
初
め
に
モ
ン
ゴ
ル
か
ら

到
着
す
る
予
定
で
す
。
モ
ン
ゴ
ル
保
健
科
学
大
学
の
講
師
で

日
本
で
は
国
立
感
染
症
研
究
所
寄
生
動
物
部
（
東
京
）
に
籍
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JAUW新春のつどい
　今年度も、恒例の「JAUW新春のつどい」を以下のように開催いたします。
　国内奨学金贈呈式は、大学女性協会の大切な公益事業の一つです。未来へ
の希望と意欲にあふれる奨学生のスピーチは、毎年私たちに大きな感動を与
えてくれています。懇親会では二胡と楊琴と歌のアンサンブルで美しい中国
音楽の調べをお届けいたします。会員の皆様、また会員外の方々もどうぞお
誘い合わせの上、多数のご参加をお待ち申し上げております。

日　　　時　2013年１月12日（土）11：00～14：30
場　　　所　新宿　京王プラザホテル本館4F　「扇」

プログラム　１部　2012年度　国内奨学金贈呈式
　　　　　　２部　懇親会
　　　　　　　　　　　「中国音楽の調べ」　アンサンブル“ジャスミン”
　　　　　　　　　　　　　二胡　　　　　　　富澤　伸江
　　　　　　　　　　　　　楊琴（ヤンチン）　 嵐　道子・中山　恵
　　　　　　　　　　　　　歌　　　　　　　　齊藤　ちとせ
　　　　　　　　　　　会食・懇談

会　　　費　10,000円
申　込　先　（一社）大学女性協会　本部事務所
　　　　　　Tel：03－3358－2882　　Fax：03－3358－2889
　　　　　　E-mail：jauw@jauw.org
申込締切日　2012年12月20日　（12月28日までにお振込みください）
振　込　先　三菱東京UFJ 銀行四谷支店
　　　　　　普通預金・口座番号１０７７７７７
　　　　　　別口　一般社団法人　大学女性協会　　理事　阿部　幸子
　　　　　　　なおキャンセルは３日前までとさせていただきます。

今回も事業委員会のバザーを致します。　どうぞお楽しみに。
皆様からの寄贈品を事務所にて随時受け付けております。

� （一社）大 学 女 性 協 会

第11回　自然科学講演会のお知らせ
「メタボリックシンドロームと高血圧」

講　　師　藤田恵会員
　　　　　�東京大学医学部附属病院　腎臓・内分泌内科　特任助教
　　　　　本年度第14回守田科学研究奨励賞受賞
日　　時　12月15日（土）14：00～16：00
場　　所　お茶の水女子大学　理学部３号館701大講義室
申し込み　12月12日（水）までに JAUW事務所へ
　医師としてメタボリックシンドロームの診療に携わる立場から、医療と
研究のかかわりや、研究の重要性、面白さについてわかりやすくお話しい
ただきます。皆様のご出席をお待ちしております。

科学研究奨励委員会（東京支部・お茶の水女子大学理学部共催）

心に残る贈り物心に残る贈り物
丸大のギフトは、どなたにも喜ばれます。
お歳暮・お中元の時期のほか、記念品・新築祝・開店祝
御礼・内祝・快気祝等、いつでもご利用になれます。

丸大食品株式会社
首都圏特販営業課　担当：奥 功
〒135－0051　東京都江東区枝川 2－23－2
TEL 03（3647）3270　　FAX 03（3647）3274

�

事
業
委
員
会
委
員
長　

加　

藤　

恭　

子

　

大
学
女
性
協
会
は
本
年
の
４
月
１
日
に
一
般
社
団
法
人
へ

移
行
し
、
そ
れ
に
と
も
な
い
新
た
に
事
業
委
員
会
が
発
足
し

ま
し
た
。
今
ま
で
は
活
動
に
必
要
な
経
費
を
旧
財
務
委
員
会

が
種
々
努
力
し
補
っ
て
き
ま
し
た
が
、
一
般
社
団
法
人
に
な

る
と
大
学
女
性
協
会
の
事
業
が
会
計
上
、
公
益
目
的
事
業
と

公
益
性
の
な
い
事
業
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
今
ま
で
蓄
え
ら
れ

て
き
た
資
産
は
公
益
目
的
財
産
と
な
り
公
益
目
的
事
業
に
の

み
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
事
業
と
は
今
ま

で
の
継
続
事
業
で
あ
る
（
一
）
セ
ミ
ナ
ー
関
連
（
二
）
奨
学

事
業（
三
）国
際
奨
学
を
含
む
人
材
育
成
事
業（
四
）I
F
U
W

並
び
に
女
性
団
体
と
の
協
働
活
動
な
ど
い
わ
ゆ
る
国
際
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
４
事
業
で
す
。
し
か
し
こ
れ
に
含
ま
れ
て
い
な

い
広
報
活
動
や
会
員
活
動
な
ど
は
公
益
性
が
な
い
た
め
、
従

来
か
ら
の
資
産
で
運
営
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
年
度
の

収
入
つ
ま
り
会
員
の
会
費
で
ま
か
な
う
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
会
員
の
減
少
の
た
め
会
費
収
入
が
不
足
で
、
そ
れ
を
補

う
た
め
事
業
委
員
会
が
資
金
を
つ
く
る
と
い
う
大
き
な
使
命

を
持
た
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
業
委
員
会
の
委
員
は
現
在
29
名
、
活
動
は
A
（
バ
ザ
ー
、

見
学
会
、
バ
ス
旅
行
、
食
事
会
な
ど
）
B
（
歌
舞
伎
、
狂
言
、

能
、
オ
ペ
ラ
な
ど
の
観
劇
）
C
（
コ
ン
サ
ー
ト
）
D
（
講
座
、

公
演
会
）
E
（
新
春
の
つ
ど
い
、
支
部
交
流
の
親
睦
旅
行
等
）

の
５
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
委
員
一
同
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
を

企
画
実
行
し
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
発
足
し
て
半
年
、
活
動
の
中
で
私
た
ち
が
さ
び
し

く
思
う
こ
と
は
、
せ
っ
か
く
企
画
し
た
観
劇
や
見
学
会
な
ど

の
参
加
者
が
非
常
に
少
な
く
、、ほ
と
ん
ど
委
員
が
歌
舞
伎
に

文
楽
に
狂
言
に
と
参
加
し
て
か
ろ
う
じ
て
定
員
を
う
め
て
い

る
状
態
で
す
。

　

参
加
し
て
い
た
だ
け
る
と
チ
ケ
ッ
ト
代
の
平
均
約
15
％
が

会
の
収
入
と
な
り
ま
す
。
企
画
が
マ
ン
ネ
リ
化
し
て
い
る
こ

と
や
、
会
員
が
高
齢
に
な
り
外
出
し
に
く
く
な
っ
て
き
た
と

か
、
原
因
は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
た
ま
に
は
菊
五
郎
は
い

か
が
幸
四
郎
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
ご
希
望
の
企
画

が
あ
り
ま
し
た

ら
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
な
お
私

た
ち
と
共
に
こ

の
委
員
会
で
活

躍
し
て
く
だ
さ

る
方
を
求
め
て

い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
大
学

女
性
協
会
の
活

動
の
た
め
、
ご

理
解
ご
協
力
を

心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
ま

す
。

事
業
委
員
会
の
発
足

≪理事会から≫

●�国連NGO国内婦人委員会の推薦により、第67回国連総会政府代表顧問として鷲見八重子

理事が訪米。

　�派遣期間は10／７～11／10。帰国後12月６日（木）13時から婦選会館において報告会が持

たれる予定。

●委員会名簿の追加

　�事業委員会…芦澤紗知子、田辺範子　国際委員会…賀集イレーネ

●�丸大ハムのカタログを同封いたしました。ご協力をお願いいたします。

● �JAUW正式ロゴマークを使ったレターセットが出来上がりました。会員の皆様に

頒布いたします。ご期待ください。

バザー会場風景


